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ウルシを含む植物抽出物の細胞増殖抑制と急性毒性評価* 
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【目的】 

ウルシ（Rhus verniciflua）はおせち料理に使用される重箱（漆器類）などの原料として知られて

いるウルシ科（Anacardiaceae）の植物である。主成分であるウルシオールは高い抗酸化活性や抗菌

活性を示すことが知られている反面、強いアレルギー反応を示すことから生薬や食材として利用され

る例は少ない。しかし、ウルシ中にはウルシオール以外にもブテインなど生理活性を示すポリフェノー

ル類が含まれているため、ウルシの有効利用が期待されている。本研究では、ウルシの食素材として

の有効活用方法の探索を目的として、ウルシを含む植物抽出物（Rv-PEM01）の腫瘍細胞に対する増

殖抑制効果とマウスに対する急性毒性について検討を行った。 

 

【方法】 

ウルシを含む 6 種植物粉末を 70%エタノールで抽出し、ウルシオールを除去した Rv-PEM01 を得

た。ヒトおよびイヌ由来腫瘍細胞株（PC-3、A549、D-17）とヒト由来繊維芽細胞株（MRC-5）を

Rv-PEM01 で 72 時間処理し、MTT Assay 変法により細胞増殖抑制作用を評価した。7 週令 ddY マウ

スを使った単回経口投与による急性毒性試験を行った。Rv-PEM01（投与量：2.5 g/kg B.W.および 5.0 

g/kg B.W.）を経口投与し、投与 7 日後の異常行動、生存率、体重、臓器重量、解剖学的な測定・観察

を行った。 

 

【結果】 

ヒトおよびイヌ由来腫瘍細胞に対して、Rv-PEM01 用量依存的に増殖を抑制した。特にイヌ由来骨

肉腫細胞 D-17 に対する増殖抑制作用が高く、IC50 値は 0.124 ± 0.04 mg/mL であった。高速液体クロ

マトグラフィー分析により、Rv-PEM01 中の活性成分が luteolin 7-β-D-glucopyranoside と apigenin 

7-β-D-glucopyranoside であることが示唆された。ddy マウスを用いた Rv-PEM 01 単回経口投与にお

いて、有害事象は見られず、LD50 値は 5.0 g/kg B.W.以上であることが明らかとなった。 
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